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変化を想定することにより，心室壁運動異常をある程度

定量的に評価できた．

　今後，有限要素モデルをさらに精密とすることにより，

さらに定量的な評価が可能となると考えられる．

に低下していた．11C・メチオニンのD．A．R．は正常者の

肝で7．7～8．2，肝硬変者の肝で4．6～6．4であった．同時

にポジトロン断層像を示した．11C一メチオニンのポジト

ロン断層像では正常肝はほぼ均一なイメージが得られる

が，肝硬変症の肝では結節状の肝のイメージが得られた．

23．ポジトロンCTによる肺癌の診断
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25．脳局所血流測定の精度を左右する因子の検肘

　　一HEADTOMEによるXe－133吸入法につ

　　いて一
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　ポジトロン標識化合物である18F－2－fluoro・2－deoxy・D－

91ucose（18FDG）とL－【methyl－iiq・methionine（11C－

MET）を使用して肺癌の診断を行った．対象は原発性肺

癌の症例で，18FDGないし11C－METを静脈投与後，

ポジトロンCT（ECAT　II）による同一部位の連続スキャ

ンから腫瘍への斑集積の時間経過をみた．両者とも腫

瘍に高い集積があった．RI投与量と患者の体重を使っ

て腫瘍部に設定した関心領域のカウントを補正し，腫瘍

へのRI集積を半定量化することにより症例間で比較し

た．11C－METでは大細胞癌と扁平上皮癌の間に差があ

った．18FDGでは，扁平上皮癌，小細胞癌と腺癌の間に

腫瘍集積に差が示唆された．今後は定量化を目標とした

い．

24．正常肝および肝硬変における肝血液tおよび肝メ

　　チオニン吸収率の定t（11COおよび11C・メチオニ

　　ンを使って）
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　正常者および肝硬変患者に対し，11CO吸入および

11C・メチオニン静注を行い肝血液量および肝メチオニン

吸収率を測定した．正常者の肝血液量は28．6～27．9vo1％

であり，肝硬変症の肝血液量は15．1～22．6vol％と著明

　リング型SPECT（HEADTOME）を用い，　Xe・133吸

入法による3次元的脳局所血流（rCBF）の測定精度を左

右する因子について検討し，良好な再現性を得るための

方法の確立を試みた．

　吸入用バッグ（閉回路）の容積は小さいほどXe－133の

濃度を高く保てるが，呼吸生理的影響を考慮し0．8～11

に設定し，閉回路のバルブ切換タイミングは呼吸周期と

同期させた．頭部データ収集開始時期はXeガス吸入開

始後一定時間遅延する半固定方式とした．鼻腔からの散

乱線を考慮し，マウスピースの使用を原則とした．これ

らの処置により再現性の著明な改善が認められた．

　また，partial　volume　effectを調べるため，解剖図に

一定のモデルをあてはめrCBF像を作成・検討した結果，

皮質の厚さや溝の形状によりrCBF値は大きく変動する

ことが分かった．そのため，小さなROIでの精度には

限界があり，慎重に評価すべきであると考えられた．

26．局所脳ブドウ糖消費量と局所脳酸素消費量とが解

　　離したと思われる脳梗塞の1例
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発症約50日後の脳梗塞症例の酸素消費量とブドウ糖
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